
イオン薬局の DX推進

　近年、調剤薬局を取り巻く環境は
大きく変化している。薬剤師が患者
対応に専念できるよう業務効率化が
求められる一方、調剤報酬の見直し
や人手不足への対応といった課題も
増えている。このような中、多くの
薬局が業務のデジタル化（DX）に
取り組むようになった。
　全国に 270店舗を展開するイオ
ン薬局も、DXに注力している。具
体的には、調剤業務の自動化、電子
お薬手帳の活用、オンライン服薬指
導の導入など、さまざまな施策を実
施中である。今回、大阪府守口市の
イオン薬局大日店を見学する機会を
得たので、その取り組みの一部を紹
介する。

自動入庫払出装置システムの導
入とその効果

　イオン薬局大日店は、月に約
3000枚の処方箋を扱う地域の主要
な薬局である。Becton, Dickinson 

and Company社の自動入庫払出
装置システム「BD Rowa」（以下、
システム）を導入しており、約
1700種類、5000箱の医薬品を在
庫している（写真 1）。このシステ
ムは、2021年 9月に名古屋則武店
で初めて導入され、現在は関東を中
心に 20店舗で運用されている。
　システムの主な特長として、処方
箋情報に基づく自動ピッキングと、
大規模な在庫管理能力が挙げられ
る。人工知能（AI）の技術を搭載
したロボットアームによる正確な作
業により、人的ミスが防止される。
また、天井近くまで保管が可能で、
使用頻度に基づいた最適な配置を自
動的に行う仕組みを備えている。

　医薬品の管理には、GS1標準バー
コードが利用されている。システム
への入庫時に、販売包装に表示され
た GS1データバーを読み取り、
GTIN（Globa l  Trade I tem  

Number）、有効期限、ロット番号
を自動で記録、確認することができ
る。これにより、従来は目視で行っ
ていたチェック作業が自動化され、
業務効率が大幅に向上する。また、
データの正確な記録により、期限切
れのリスクも減少し、安全で信頼性
の高い在庫管理を実現することが可
能となる。

調剤業務の自動化と二重チェック

　イオン薬局大日店では、処方情報
を基に自動でピッキング指示が生成
され、必要な医薬品をシステムが払
い出す。ただし、全ての医薬品がシ
ステムで管理されているわけではな
い。特に使用頻度の高い医薬品につ

いては、従来通り人手によりピッキ
ングを行っている。これは、高頻度
の医薬品は、マニュアルで作業をし
た方が速度と柔軟性において優れて
いるためであり、各医薬品の使用頻
度や特性を分析した結果として採用
されている方法である。
　ピッキングが完了すると、監査工
程に移る。ここでは、GS1データ
バーを読み取り製品を確認する他、
製品ごとに重量をマスタ登録してい
るため、はかりを用いて重量を計測
することで数量をチェックすること
ができる（写真 2）。この二重の確
認プロセスにより、医薬品の安全性
が確保される。さらに、監査後の医
薬品を画像で記録し、患者情報と関
連付けて管理することにより、どの
医薬品がどの患者に渡されたかを後
から追跡することも可能となってい
る。
　また、補充業務においても、
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写真 1　自動入庫払出装置システム
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GS1データバーが重要な役割を担
う。水剤分注機、散剤調剤ロボッ
ト、自動散薬分包機において、補充
時に GS1データバーを読み取り、
製品確認を行っている。これらの装
置はそれぞれ独立して動作しながら
も、中央のデータベースで在庫情報
が統合管理され、リアルタイムで更
新される。この仕組みにより、補充
作業が効率化され、在庫管理の精度

が向上している。

自動化による成果と将来展望

　システムの導入により、調剤準備
時間が削減された。薬剤師は対人業
務に、より多くの時間を割くことが
でき、服薬指導の充実や患者とのコ
ミュニケーション向上につながって
いる。具体的には、処方意図の確
認、副作用のモニタリング、生活習
慣の改善指導など、より高度な薬学
的管理が可能となった。
　また、新人教育にも大きな効果が
見られた。従来は医薬品の配置を覚
えるだけでも相当な時間を要してい
たが、システムの導入により経験の
浅いスタッフでも正確に業務を遂行
できるようになった。
　医療安全の面では、人的ミスが削
減され、全ての調剤履歴が電子的に
保管されることで、トレーサビリテ
ィが向上した。特に、医薬品の取り

違えや数量間違いといった調剤過誤
のリスクが大幅に低減された。
　今後は、AIの活用による需要予
測の精度向上や、クラウド連携を通
じた多店舗展開、電子処方箋との連
携強化が期待される。特に AIは、
使用傾向の分析や在庫の最適化、処
方内容のチェック機能の強化など、
多岐にわたる可能性を秘めている。
　イオン薬局大日店の事例は、
GS1標準バーコードを活用した業
務効率化が調剤薬局の未来を切り開
く重要な鍵であることを示してい
る。医療の質と安全性の両立を目指
す中で、GS1標準バーコードの活
用は今後さらに重要性を増していく
だろう。
（ヘルスケア業界グループ　芥川）

写真 2　重量監査機
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詳細・お申込み
はこちら

 

GS1 Japan News  No.30 5


